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					このページは検証済みです
戊戌夢物語

冬の夜の深ゆくまゝに人語も漸に聞え履の聲も稀に響きつま戶にあたるかせの音凄しくいとものすこきにものおもふ身ハことさらに眠もやらて獨机に靠て燈を揭け書を讀けるに夜いたうふけぬれハいつしか目も疲れ氣も倦て夢となく現となく恍惚たるをりふしあるかたへ招かれいと廣き座敷にいたりけれハ碩學鴻儒とおほしき人々數十人集會しいろ〳〵ものかたりし侍りけるそのうちに甲の人乙の人にむかひて言けるハ近來めつらしきうはさを聞りイキリス國のモリソンといふもの首となりて船を仕出し日本漂流人七箇を乘せ江戶近海に船をよせこれを餌として交易を願ふよし和蘭陀人申いてしとなん抑イキリスといふ邦ハいかなる國に候哉乙の人答けるハイキリスとまうす州ハ和蘭陀の北にあたり候島に候和蘭陀の王都アムステルタムと申所より海上凡百十八里はかりに隔つ順風の時ハ一日一夜くらゐにも船通用いたす所にて國の大さハ日本程も是あるよしにて候へとも寒國ゆゑか人の數ハ日本よりハ寡く總括して人口一千七百七十萬六千人と申候國人敏捷にて諸事に勉强して倦怠せす好て文學を勤め工技を硏究し武術を練磨し民を富し國を强くするを先務と仕候て濱海淺灘暗礁おほく外寇難入候につき近ころ歐邏巴大亂の時に當りてもイキリスハ孤立して國民干戈の災を免れ申候國都ロントンと申ところハ至て繁昌の地にて街房美麗人戶稠密にて人口百萬人許もをり候よし海運都合宜き所にして專ら諸國に交易を致し諸國に航海仕り不毛を開き人民を蕃殖し夷人を敎導して是を服從仕候よし此節にいたり候てハ外國領分
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